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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゼオライトＳＳＺ－９８を調製する方法であって、
　（ａ）（１）少なくとも１つの酸化ケイ素源と、
　　（２）少なくとも１つの酸化アルミニウム源と、
　　（３）周期表の第１族および第２族から選択される金属（Ｍ）の少なくとも１つの供
給源と、
　　（４）１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオン（Ｑ）と、
　　（５）水酸化物イオンと、
　　（６）水と
を含む反応混合物を調製すること、および
　（ｂ）ゼオライトＳＳＺ－９８の結晶を形成するのに十分な結晶化条件に、この反応混
合物を供することを含む、上記方法
【請求項２】
　前記ゼオライトが、モル比で以下の組成を含む反応混合物から調製される、請求項１に
記載の方法。
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【表１】

【請求項３】
　前記ゼオライトが、モル比で以下の組成を含む反応混合物から調製される、請求項１に
記載の方法。
【表２】

【請求項４】
　その細孔構造内に１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオンを含む、ＳＳＺ－
９８ゼオライト。
【請求項５】
　１０～５０のＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モル比を有する、請求項４に記載のＳＳＺ－９８ゼ
オライト。
【請求項６】
　１０～３５のＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モル比を有する、請求項４に記載のＳＳＺ－９８ゼ
オライト。
【請求項７】
　合成されたままの形態で、以下の線を含むＸ線回折パターンを有する、請求項４に記載
のＳＳＺ－９８ゼオライト。

【表３】

【請求項８】
　前記少なくとも１つの酸化ケイ素源および前記少なくとも１つの酸化アルミニウム源が
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Ｙゼオライトを含む、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、全般的に、構造指向剤（ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　ｄｉｒｅｃｔｉｎｇ　ａｇｅ
ｎｔ）として１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオンを用いてゼオライトＳＳ
Ｚ－９８を調製するための方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　分子ふるい（モレキュラーシーブ）は、商業的に重要なクラスの結晶材料である。それ
らは、区別可能なＸ線回折パターンによって実証される規則的な細孔構造を有する、区別
可能な結晶構造を有する。その結晶構造は、異なる種の特徴である空洞（ｃａｖｉｔｉｅ
ｓ）および空孔（ｐｏｒｅｓ）を規定する。
【０００３】
　分子ふるいは、国際ゼオライト協会（ＩＺＡ）の構造委員会によって、ゼオライト命名
法に関するＩＵＰＡＣ委員会の規則に従って分類される。この分類によれば、骨格型ゼオ
ライト（ｆｒａｍｅｗｏｒｋ　ｔｙｐｅ　ｚｅｏｌｉｔｅｓ）および他の結晶性微細孔分
子ふるい（構造が確立されたもの）は、３文字コードが割り当てられ、「ゼオライト骨格
型のアトラス」（Ａｔｌａｓ　ｏｆ　Ｚｅｏｌｉｔｅ　Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ　Ｔｙｐｅｓ
）、改訂第６版、Ｅｌｓｅｖｉｅｒ（２００７）において説明されている。
【０００４】
　ＥＲＩ骨格型の材料は、二重６リング（ｄ６ｒ）およびケージを含む三次元８員環の細
孔／チャネル系によって特徴付けられる。ｄ６ｒ構造単位およびケージを含む細孔ゼオラ
イトは、メタノール－オレフィン転化触媒作用および窒素酸化物（ＮＯｘ）の選択的触媒
還元に有用性を示し、より重要な商業的用途のいくつかに適用される。
【０００５】
　米国特許出願公開第２０１６／０００２０５９号および第２０１６／０００２０６０号
は、ＳＳＺ－９８と命名されたＥＲＩ骨格型分子ふるい、および構造指向剤としてＮ、Ｎ
’－ジメチル－１，４－ジアザビシクロ［２．２．２］オクタンジカチオンを用いたその
合成を開示している。
【０００６】
　１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオンは、ＳＳＺ－９８の合成における構
造指向剤として有効であることが今や見出されている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一態様では、（１）少なくとも１つの酸化ケイ素源と、（２）少なくとも１つの酸化ア
ルミニウム源と、（３）周期表の第１族および第２族から選択される金属の少なくとも１
つの供給源と、（４）１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオンと、（５）水酸
化物イオンとを、結晶化条件下で接触させることによってゼオライトＳＳＺ－９８を調製
する方法が提供される。
【０００８】
　一態様では、（ａ）（１）少なくとも１つの酸化ケイ素源と、（２）少なくとも１つの
酸化アルミニウム源と、（３）周期表の第１族および第２族から選択される金属の少なく
とも１つの供給源と、（４）１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオンと、（５
）水酸化物イオンと、（６）水とを含む反応混合物を調製すること、および（ｂ）ゼオラ
イトＳＳＺ－９８の結晶を形成するのに十分な結晶化条件にこの反応混合物を供すること
によって、ゼオライトＳＳＺ－９８を調製する方法が提供される。
【０００９】
　一態様では、その細孔構造内に１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオンを含
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有するゼオライトＳＳＺ－９８が提供される。
【００１０】
　一態様では、合成されたまま（ａｓ－ｓｙｎｔｈｅｓｉｚｅｄ）の無水状態で、以下に
示されるモル比での組成を有する結晶性ゼオライトＳＳＺ－９８もまた、提供される。
【表１】

　上記表中で、Ｑは１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオンを含み、Ｍは周期
表の第１族および第２族の金属からなる群から選択される。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
序論
　以下の用語は、本明細書を通じて使用され、他に示されない限り以下の意味を有する。
【００１２】
　用語「ゼオライト」は、微孔質であり、コーナー共有のＡｌＯ２およびＳｉＯ２四面体
から形成される結晶性アルミノシリカート組成物を指す。
【００１３】
　本明細書で使用される場合、周期表の番号付けスキームは、Ｃｈｅｍ．Ｅｎｇ．Ｎｅｗ
ｓ、６３（５）、２６－２７（１９８５）に記載されているとおりである。
【００１４】
　ゼオライトＳＳＺ－９８を調製する際に、結晶化テンプレートとしても知られている構
造指向剤（「ＳＤＡ」）として、１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオンを使
用する。ＳＳＺ－９８を作製するために有用なＳＤＡは、以下の構造（１）によって表さ
れる。

【化１】

【００１５】
　ＳＤＡカチオンは、ゼオライトの形成に有害でないアニオンのいずれのものであっても
よいアニオンと会合している。代表的なアニオンは、周期表の第１７族からの元素のアニ
オン（例えば、フッ化物イオン、塩化物イオン、臭化物イオンおよびヨウ化物イオン）、
水酸化物イオン、サルファート、テトラフルオロボラート、アセタート、カルボシキラー
トなどを含む。
【００１６】
反応混合物
　一般的に、（ａ）（１）少なくとも１つの酸化ケイ素源と、（２）少なくとも１つの酸
化アルミニウム源と、（３）周期表の第１族および第２族から選択される金属の少なくと
も１つの供給源と、（４）１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオンと、（５）
水酸化物イオンと、（６）水とを含む反応混合物を調製すること、および（ｂ）ゼオライ
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トＳＳＺ－９８の結晶を形成するのに十分な結晶化条件にこの反応混合物を供することに
よって、ゼオライトＳＳＺ－９８を調製する。
【００１７】
　このゼオライトが形成される反応混合物のモル比での組成は、以下の表１に示される。
 
【表２】

　上記表中で、Ｍは周期表の第１族および第２族の金属からなる群から選択され、Ｑは１
，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオンを含む。
【００１８】
　ここでの酸化ケイ素に有用な源には、ヒュームドシリカ、沈降ケイ酸塩、シリカヒドロ
ゲル、ケイ酸、コロイド状シリカ、テトラアルキルオルトシリカート（例えばテトラエチ
ルオルトシリカート）およびシリカ水酸化物が含まれる。
【００１９】
　ここでの酸化アルミニウムに有用な源には、アルミナート、アルミナおよびアルミニウ
ム化合物（例えば、塩化アルミニウム、水酸化アルミニウムおよび硫酸アルミニウム）、
カオリンクレーおよび他のゼオライト（例えば、ゼオライトＹ）が含まれる。
【００２０】
　上述のように、本明細書に記載の各実施形態について、反応混合物は、周期表の第１族
および第２族から選択される金属（Ｍ）の少なくとも１つの供給源を用いて形成すること
ができる。下位の一実施形態において、反応混合物は、周期表の第１族からの金属源を用
いて形成される。下位の別の実施形態では、反応混合物はカリウム源（Ｋ）を用いて形成
される。結晶化プロセスに有害でない任意のＭ含有化合物が好適である。そのような第１
族および第２族金属の供給源には、その酸化物、水酸化物、硝酸塩、硫酸塩、ハロゲン化
物、酢酸塩、シュウ酸塩およびクエン酸塩が含まれる。
【００２１】
　場合により、反応混合物は種結晶（ｓｅｅｄ　ｃｒｙｓｔａｌｓ）を含有してよい。一
実施形態では、結晶性ゼオライトの合成は、反応混合物の総重量に基づいて０．０５～１
０．０重量％（例えば１～５重量％）の種結晶の存在によって促進される。種結晶は、所
望のゼオライト、例えば以前に合成された生成物と等構造であってもよい。
【００２２】
　本明細書に記載された各実施形態について、反応混合物は、複数の供給源によって供給
することができる。また、２つ以上の反応成分を１つの供給源によって提供することがで
きる。
【００２３】
　反応混合物は、回分式または連続式のいずれかで調製することができる。本明細書に記
載の結晶性ゼオライトの結晶サイズ、形態（ｍｏｒｐｈｏｌｏｇｙ）および結晶化時間は
、反応混合物の性質および結晶化条件によって変化し得る。
【００２４】
結晶化および合成後処理
　ゼオライトの結晶化は、適切な反応容器、例えばポリプロピレンジャーまたはテフロン
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（登録商標）でライニングされたステンレス鋼製オートクレーブ中で、１２５℃～２００
℃の温度で、使用温度にて結晶化が起こるのに十分な時間の間、例えば、１日から１４日
の間、静的条件下で、またはタンブリング条件（ｔｕｍｂｌｅｄ　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓ
）下で、または攪拌条件下で行うことができる。
【００２５】
　いったんゼオライト結晶が形成されたら、固体生成物を、遠心分離または濾過のような
標準的な機械的分離技法によって反応混合物から分離する。結晶を水洗し、次いで乾燥さ
せて、合成されたままのゼオライト結晶を得る。乾燥工程は、典型的には、２００℃未満
の温度で行われる。
【００２６】
　結晶化プロセスの結果として、回収された結晶性ゼオライト生成物は、その細孔構造内
に、合成に使用される構造指向剤の少なくとも一部を含む。
【００２７】
　構造指向剤は、典型的には、使用前にか焼によってゼオライトから少なくとも部分的に
除去される。か焼は、酸素含有ガスの存在下、場合により蒸気の存在下で、構造指向剤を
含むゼオライトを２００℃～８００℃の温度で加熱することから本質的になる。構造指向
剤は、米国特許第６，９６０，３２７号に記載されているような光分解技法によっても除
去することができる。
【００２８】
　所望される範囲でゼオライトの組成に依って、合成されたままのまたはか焼されたゼオ
ライト中の任意のカチオンを、他のカチオンとのイオン交換によって当技術分野で周知の
技法に従って置換することができる。好ましい置換カチオンとしては、金属イオン、水素
イオン、水素前駆体、例えばアンモニウムイオンおよびそれらの混合物が挙げられる。特
に好ましいカチオンは、ある種の炭化水素転化反応のための触媒活性を調整するものであ
る。これらには、水素、希土類金属および元素の周期表の２族～１５族の金属が含まれる
。本明細書中で使用される場合、用語「合成されたまま」（“ａｓ－ｓｙｎｔｈｅｓｉｚ
ｅｄ”）は、結晶化後であって、ＳＤＡカチオンの除去前の形態のゼオライトを指す。
【００２９】
　本明細書に開示されるゼオライトは、完成した触媒にさらなる硬度または触媒活性を提
供するバインダーおよび／またはマトリックス材料などの他の材料と組み合わせることに
よって触媒組成物中に配合することができる。
【００３０】
ゼオライトの特徴付け
　本明細書に開示された方法によって製造されたＳＳＺ－９８ゼオライトは、合成された
ままの無水状態で、以下の表２に記載されるとおりの組成（モル比にて）を有する。
【表３】

　上記表中で、Ｑは１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオンを含み、Ｍは周期
表の第１族および第２族の金属からなる群から選択される。
【００３１】
　合成されたままの形態のＳＳＺ－９８ゼオライトは、その合成されたままの形態を調製
するために使用される反応混合物の反応物質のモル比と異なるモル比を有し得ることに留
意すべきである。この結果は、（反応混合物から）形成された結晶への反応混合物の反応
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【００３２】
　ＳＳＺ－９８は、合成されたままの形態のゼオライト中に、少なくとも以下の表３に示
す線を含むＸ線回折パターンによって特徴付けられる。
【表４】

　（ａ）±０．２０
　（ｂ）与えられた粉末ＸＲＤパターンは、Ｘ線回折パターンの最も強度が大きいライン
が１００の値に指定され：Ｗ＝ｗｅａｋ：弱い（０超から２０以下）、Ｍ＝ｍｅｄｉｕｍ
：中程度（２０超から４０以下）、Ｓ＝ｓｔｒｏｎｇ：強い（４０超から６０以下）、Ｖ
Ｓ＝ｖｅｒｙ　ｓｔｒｏｎｇ：かなり強い（６０超から１００以下）の相対強度スケール
に基づく。
【００３３】
　そのか焼された形態で、本明細書に開示されたアルミノケイ酸塩ＳＳＺ－９８ゼオライ
トは、以下のモル関係を含む組成を有する：
　　Ａｌ２Ｏ３：（ｎ）ＳｉＯ２

　式中、ｎは、１０～５０（例えば、１０～３５、１０～２５、１０～２０、１０～１５
、１２～５０、１２～３５、１２～２５、１２～２０、１５～５０、または１５～３５）
の値を有する。
【００３４】
　ＳＳＺ－９８は、そのゼオライトのか焼された形態で、少なくとも以下の表４に示す線
を含むＸ線回折パターンによって特徴付けられる。
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【表５】

　（ａ）±０．２０
　（ｂ）与えられた粉末ＸＲＤパターンは、Ｘ線回折パターンの最も強度が大きいライン
が１００の値に指定され：Ｗ＝ｗｅａｋ：弱い（０超から２０以下）、Ｍ＝ｍｅｄｉｕｍ
：中程度（２０超から４０以下）、Ｓ＝ｓｔｒｏｎｇ：強い（４０超から６０以下）、Ｖ
Ｓ＝ｖｅｒｙ　ｓｔｒｏｎｇ：かなり強い（６０超から１００以下）の相対強度スケール
に基づく。
【００３５】
　格子定数の変化に起因する特定の試料の骨格種のモル比の変動により、回折パターンに
おけるわずかな変動が生じる可能性がある。さらに、十分に小さな結晶がピークの形状お
よび強度に影響を与え、有意なピークの広がり（ブロードニング）をもたらす。回折パタ
ーンのわずかな変動は、調製に使用される有機化合物の変動に起因し得る。か焼はまた、
Ｘ線回折パターンのわずかなシフトを引き起こす可能性がある。これらの小さな摂動にも
かかわらず、基本的な結晶構造は変化しないままである。
【００３６】
　本明細書に提示される粉末Ｘ線回折パターンは、標準的な技法によって収集された。放
射線はＣｕＫα放射線であった。ピークの相対強度から、θがブラッグ角である２θの関
数としてのピーク高さおよび位置を読み取り、記録された線に対応する面間隔ｄを計算す
ることができる。
【００３７】
　一実施形態では、本開示に従って調製されるゼオライトＳＳＺ－９８は、好ましくは、
非ＥＲＩ骨格型材料を実質的に含まない。「非ＥＲＩ骨格型の材料を実質的に含まない」
（“ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｌｌｙ　ｆｒｅｅ　ｏｆ　ｎｏｎ－ＥＲＩ　ｆｒａｍｅｗｏｒ
ｋ　ｔｙｐｅ　ｍａｔｅｒｉａｌ”）とは、Ｘ線回折で測定したときに、本明細書に開示
されるゼオライト組成物が、２．５％未満の非ＥＲＩ骨格型特性（例えば、１％未満の非
ＥＲＩ骨格型特性、０．５％未満の非ＥＲＩ骨格型特性、または非ＥＲＩ骨格型特性が測
定され得ない程度であること）を含むことを意味する。これらの不純物の存在は、試料の
Ｘ線回折パターンの分析によって測定および定量することができる。本明細書で使用され
る「非ＥＲＩ骨格型材料」という用語は、ＥＲＩ骨格型の結晶性ゼオライトを含有しない
任意の材料を意味する。そのような非ＥＲＩ骨格型材料の例には、例えば、アモルファス
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材料およびオフ（ＯＦＦ）骨格型ゼオライトが含まれる。
【実施例】
【００３８】
　以下の例示的な実施例は、非限定的であることを意図している。
【００３９】
例１
　０．７８ｇの４５％ＫＯＨ溶液および１．００ｇのＣＢＶ７２０Ｙゼオライト（Ｚｅｏ
ｌｙｓｔ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ、ＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モル比＝３０）をテフロ
ンライナー中で一緒に混合した。次いで、１０％１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウ
ムヒドロキシド溶液（ＳＡＣＨＥＭ　Ｉｎｃ．）５．８６ｇを混合物に添加した。得られ
たゲルを均一になるまで撹拌した。ライナーに蓋をし、Ｐａｒｒ鋼製オートクレーブ反応
器内に置いた。オートクレーブをオーブンに入れ、１３５℃で５日間加熱した。冷却した
反応器から固体生成物を遠心分離によって回収し、脱イオン水で洗浄し、９５℃で乾燥さ
せた。
【００４０】
　得られた生成物を粉末ＸＲＤおよびＳＥＭで同定し、純粋なＳＳＺ－９８ゼオライトで
あることが分かった。
【００４１】
　この生成物は、ＩＣＰ元素分析によって測定して、１２．２のＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モ
ル比を有していた。
【００４２】
例２
　１．６１ｇの４５％ＫＯＨ溶液および２．００ｇのＣＢＶ７６０Ｙゼオライト（Ｚｅｏ
ｌｙｓｔ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ、ＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モル比＝６０）をテフロ
ンライナー中で一緒に混合した。次いで、１０％１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウ
ムヒドロキシド溶液（ＳＡＣＨＥＭ　Ｉｎｃ．）２０．１７ｇを混合物に添加した。得ら
れたゲルを均一になるまで撹拌した。ライナーに蓋をし、Ｐａｒｒ鋼製オートクレーブ反
応器内に置いた。オートクレーブをオーブンに入れ、１３５℃で６日間加熱した。冷却し
た反応器から固体生成物を遠心分離によって回収し、脱イオン水で洗浄し、９５℃で乾燥
させた。
【００４３】
　得られた生成物を粉末ＸＲＤおよびＳＥＭで同定し、純粋なＳＳＺ－９８ゼオライトで
あることが分かった。
【００４４】
　この生成物は、ＩＣＰ元素分析によって測定して、１４．５のＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モ
ル比を有していた。
【００４５】
例３
　１．８１ｇの４５％ＫＯＨ溶液および２．００ｇのＣＢＶ７８０Ｙゼオライト（Ｚｅｏ
ｌｙｓｔ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ、ＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モル比＝８０）をテフロ
ンライナー中で一緒に混合した。次いで、１０％１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウ
ムヒドロキシド溶液（ＳＡＣＨＥＭ　Ｉｎｃ．）１２．１０ｇを混合物に添加した。得ら
れたゲルを均一になるまで撹拌した。ライナーに蓋をし、Ｐａｒｒ鋼製オートクレーブ反
応器内に置いた。オートクレーブをオーブンに入れ、１３５℃で６日間加熱した。冷却し
た反応器から固体生成物を遠心分離によって回収し、脱イオン水で洗浄し、９５℃で乾燥
させた。
【００４６】
　得られた生成物を粉末ＸＲＤおよびＳＥＭで同定し、純粋なＳＳＺ－９８ゼオライトで
あることが分かった。
【００４７】
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　この生成物は、ＩＣＰ元素分析によって測定して、１５．２のＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モ
ル比を有していた。
【００４８】
　本明細書で使用されるとき、用語「含む」（“ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ”）は、その語に
続いて同定される要素群または工程群を包含することを意味するが、これらの要素群また
は工程群はいずれも、網羅的ではなく、ある実施形態はそれ以外の要素群または工程群を
包含し得る。
【００４９】
　他に指定しない限り、要素群、材料群または他の成分群の一つの属（ｇｅｎｕｓ）の記
載であって、そこから個々の成分または成分群の混合物が選択され得る属の記載は、そこ
にリストされる成分群およびそれらの混合物の全ての可能な下位の属（ｓｕｂ－ｇｅｎｅ
ｒｉｃ）の組み合わせを包含することを意図する。
【００５０】
　本出願中に引用される全ての文献は、その開示が本明細書の記載と不整合でない限度に
おいて、全体として本明細書に参照のため組み入れられる。
　本発明に包含され得る諸態様は、以下のとおり要約される。
　［態様１］
　ゼオライトＳＳＺ－９８を調製する方法であって、
　（ａ）（１）少なくとも１つの酸化ケイ素源と、
　　（２）少なくとも１つの酸化アルミニウム源と、
　　（３）周期表の第１族および第２族から選択される金属（Ｍ）の少なくとも１つの供
給源と、
　　（４）１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオン（Ｑ）と、
　　（５）水酸化物イオンと、
　　（６）水と
を含む反応混合物を調製すること、および
　（ｂ）ゼオライトＳＳＺ－９８の結晶を形成するのに十分な結晶化条件に、この反応混
合物を供することを含む、上記方法
　［態様２］
　前記ゼオライトが、モル比で以下の組成を含む反応混合物から調製される、上記態様１
に記載の方法。
［表１］

　［態様３］
　前記ゼオライトが、モル比で以下の組成を含む反応混合物から調製される、上記態様１
に記載の方法。
［表２］
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　［態様４］
　前記ゼオライトが、合成されたままの無水状態で、モル比で以下の組成を有する、上記
態様１に記載の方法。
［表３］

　［態様５］
　前記ゼオライトが、合成されたままの無水状態で、モル比で以下の組成を有する、上記
態様１に記載の方法。
［表４］

　［態様６］
　前記ゼオライトが、合成されたままの形態で、以下の線を含むＸ線回折パターンを有す
る、上記態様１に記載の方法。
［表５］

　［態様７］
　その細孔構造内に１，３－ジシクロヘキシルイミダゾリウムカチオンを含む、ＳＳＺ－
９８ゼオライト。



(12) JP 6632090 B2 2020.1.15

10

20

　［態様８］
　１０～５０のＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モル比を有する、上記態様７に記載のＳＳＺ－９８
ゼオライト。
　［態様９］
　１０～３５のＳｉＯ２／Ａｌ２Ｏ３モル比を有する、上記態様７に記載のＳＳＺ－９８
ゼオライト。
　［態様１０］
　合成されたままの形態で、以下の線を含むＸ線回折パターンを有する、上記態様７に記
載のＳＳＺ－９８ゼオライト。
［表６］



(13) JP 6632090 B2 2020.1.15

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特表２０１２－５２３３６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１５／００３８３２２（ＵＳ，Ａ１）　　
              特表２００８－５１５７６０（ＪＰ，Ａ）　　　
              韓国特許第１０－２０１１－０１２５９１１（ＫＲ，Ｂ１）　　
              中国特許出願公開第１０１１６４８８２（ＣＮ，Ａ）　　　
              中国特許出願公開第１０３９２２３６１（ＣＮ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ０１Ｂ　　３３／２０－３９／５４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

